会員の活動報告、修士論文題目、後記、会則、奥付 by unknown
会員の活動報告、修士論文題目、後記、会則、奥付
雑誌名 仏語仏文学
巻 29
ページ 73-79
発行年 2002-02-28
URL http://hdl.handle.net/10112/00017329
会員の活動報告
(2000年11月~2001年10月）
粟野広雅
・ ソメーズの Lesveritables precieusesについて（『仏語仏文学』第28号，
2001年2月）
伊川徹
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・ スカロン，モリエール，ルイ XIVと女たちI (甲南女子大学フランス文学会編
~FLOREAL 20≫2001年2月）
• CHAPELLEと MOLIERE(『仏語仏文学』第28号， 2001年2月）
・ フランス文学もフランス語文学か（関西大学東西学術研究所研究叢刊16『ポス
トコロニアル文学の研究』 2001年3月）
・文部科学省認定実用フランス語技能検定試験3.4. 5級 (2000年度）問題集
[PP .119-140] (駿河台出版社， 2001年3月）
・フランス語のクラスに「文化」をどう織り込むか (~RENCONTRES
P~DAGOGIQUES DU KANSAI 15≫2001年7月）
・「移民族」フランス人と十七世紀（『関西大学東西学術研究所創立五十周年記念
論文集』 2001年10月）
• どうしても 1年生に教えなければならないこと（第15回関西フランス語教育研
究会口頭発表，於神戸舞子ヴィラ， 2001年3月）
伊藤誠宏
・自己のリンケージモデルと感性言語（第42回日本社会心理学会共同発表 於愛
知大学， 2001年10月）
・ 日本語版大学生用 SSI簡易改訂版の検討（第42回日本社会心理学会共同発表
於愛知大学， 2001年10月）
大久保朝憲
・緩叙法的否定と誇張法的否定（関西大学『文學論集』第51巻1号， 2001年7月）
近江康則
・Les Tresors du Musee Sankokan(20), (Bulletin Trimestriel TENRI-
KYO, 2000年11月）
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・中期フランス語の語順に関する諸問題（『天理大学学報』 2001年2月）
• Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (21), (Bulletin Trimestriel 
TENRIKYO, 2001年2月）
・Les Tresors du Musee Sankokan(21), (Bulletin Trimestriel TENRI-
KYO, 2001年5月）
• Les Tresors de la Bibliotheque de Tenri (22), (Bulletin Trimestriel 
TENRIKYO, 2001年8月）
奥純
・『アラン・ロプ＝グリエの小説』（単著）（関西大学出版部， 2000年11月）
・『ミラノ通り』について（『仏語仏文学』第28号， 2001年2月）
神垣享介
・『ペスト』におけるスペイン戦争の影（『仏語仏文学』第28号， 2001年2月）
川神博弘
・サルトルの「愛」と「他者」一Baudelaireと LesMotsの場合一ー（関西
大学フランス語フランス文学会口頭発表， 2001年3月）
北野文英
・「フランス語の発音，綴り字と発音の関係」の一覧表再考一語学教育法の再評
価(3)-(『仏語仏文学』第28号， 2001年2月）
笹倉塩子
• Etude de la polysemie dans les jeux de langage a travers les traduc-
tions frani;aises de Alice's Adventures in Wonderland (『仏語仏文学』
第28号， 2001年2月）
新家かつら
・ ランポーの《チュルソス〉をめぐって(1)(『仏語仏文学』第28号， 2001年2月）
武本雅嗣
・事態認識と与格構文―ーフランス語の場合＿（筑波大学東西言語文化の類型論
特別プロジェクト ワークショップ， Dativeand Related Constructions, 
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口頭発表，於筑波大学， 2001年1月）
・ フランス語の a+NPおよびその代名詞形と日本語の二格について一非対格
構文の日仏対照研究一（関西フランス語研究会口頭発表，於大阪日仏センター，
2001年6月）
・文献案内 与格研究（藤村逸子氏，井口容子氏との共同執筆）（日本フランス語
学会『フランス語学研究』第35号， pp.74-86,2001年6月）
太治和子
・複複合時制に関する実例調査について一ー18世紀フランス語の場合一（『仏語
仏文学』第28号,2001年2月）
田中寛一
-~ ゲイの殉教者~. ミシェル・フーコー（『仏語仏文学』第28号,2001年2月）
田中良
• 月の誘惑ー『失われた時を求めて』における月の働きー（『奈良大学紀要』
第29号， 2001年3月）
・パリーーモニュメント散策（『世界遺産と都市』（風媒社）， 2001年6月）
鄭久信
• L'Education sentimentaleにおける女性像の意味作用（『仏語仏文学』第28
号， 2001年2月）
内藤義博
ルソーにおけるオペラの詩学（『仏語仏文学』第28号， 2001年2月）
• C. カンツレール著『古典主義フランスとオペラ，または驚異の真実らしさ』
（翻訳）（りべるたすの会『りべるたす』第14号， 2000年12月）
平田重和
• 国際化と異文化理解（関西大学『文學論集』第51巻1号， 2001年7月）
• アルベール・カミュの『異邦人』一ー物語技法 (5)(翻訳）（『周辺』第22号，
2000年1月）
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本田忠雄
• Laisにおける愛の葛藤の記述に関する一考察（『仏語仏文学』第28号， 2001
年2月）
村尾和枝
• 月とカリギュラ（『仏語仏文学』第28号， 2001年2月）
山田恵実
• 17世紀のフランス語における関係詞 queと oilについて一時を示す名詞が先
行詞の場合一（関西大学フランス語フランス文学会口頭発表， 2001年3月）
• 18世紀のフランス語における関係詞 queと oilについて一 aumoment 
que (oil), dans le temps que (oil)などの場合一（『千里山文学論集』第
66号， 2001年9月）
山村嘉己
・人間性の回復としての言語（関西大学『人権問題研究室紀要』第40号， 2000年
1月）
・『月明から曙へ—ポードレールからランボーヘ』（単著）（関西大学出版部，
2000年3月）
・ ジェンダーと文学（コラム）『ジェンダー学を学ぶ人のために』（共著）（世界思
想社， 2000年4月）
・ヴェルレーヌとランポー（ジェンダー学の観点から）（第4回日本ジェンダー学
会口頭発表， 2000年9月）
和田ゆりえ
・神と娼婦のあいだ一『マダム・エドワルダ』をめぐる一考察（『関西フランス
語フランス文学』第7号,2001年3月）
・神と娼婦のあいだ一『マダム・エドワルダ』をめぐる一考察（『関西フランス
語フランス文学会関西支部会口頭発表，於関西大学， 2000年11月）
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修士論文題目
1999年3月
山田 恵実 Balzacの作品における動詞の一致
-Ce sont des hommes / C'est des hommes の場合—
2000年3月
藤浪 円 Formulation de la requete chez les Francais 
-du point de vue socio-cultural― 
2001年3月
黒田貴之 カミュ『異邦人』の文体と語りについて
一文体と語りから見えてくるものとは？一—
橋本 晋 『赤と黒』における真実追究の二面性について
吉田 暢宏 中国国民革命を舞台とする小説『征服者』『人間の条件』を通じ
てのアンドレ・マルローの思想について
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I. 人事
2001年4月から，職務の分担は次のようになった。
会長 伊地智均
庶務 大久保朝憲，奥純， 柏木治，野浪嗣生
『仏語仏文学』編集 伊地智均， 伊藤誠宏， 川神博弘，
平田重和， 本田忠雄
奥純，柏木治，円尾健，森孝子『会報』編集
会計（『会報』会計を兼任） 森孝子
I. 本学会年次総会
本学会の2001年度研究発表会，総会及び懇親会が12月22日午後1時30分よ
り千里山第 1 学舎 3 号館 5 階 AV•B 教室及び旧国際交流センター 2 階レス
トラン「一休」で開催された。
研究発表会では4名の会員が下記の題目で研究の成果を発表された。質疑
応答が活発に行われ，実り豊かな会になった。発表題目と発表者の氏名は次
の通りである。
発表
1. Victor Hugoの語彙について
- Lamartineの『瞑想詩集』とVictorHugoの『静観詩集』と
の比較を通して一
本学大学院博士課程山川清太郎氏
2. '. ノメーズの Leproces des precieusesについて
本学非常勤講師粟野広雅氏
3. 『異邦人』と『幸福な死』の情景描写をめぐって
ー主人公の日常生活に関する描写比較一
本学会会員黒田貴之氏
4. サルトルに於ける≪知識人>と≪労働者> の問題
本学教授川神博弘氏
総会
研究発表会終了後，同会場で総会が開催され，昨年度から懸案の会則変更の
件を原案通り承認した。この件についてはすでに2001年6月15日付の会員各位
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への文書により通知済みである。
ところでさらなる会則変更の件として，最近の大学の国際化の動きに連動し
て，学会と学会誌の名称にフランス語と英語の表記が必要との大学本部の要請
に従って，欧文の文言追加が検討された。いろいろ議論されたが，当面次のよ
うに決定された。
•関西大学フランス語フランス文学会は
La Societe de Langue et Litterature Frani;aises de l'Universite 
Kansai/Kansai University Society for the Study of French Language 
and Literature 
•関西大学フランス語フランス文学会誌は
Le Bulletin de la Societe de Langue et Litterature Frani;aises de 
l'Universite Kansai/The Bulletin of Kansai University Society for 
the Study of French Language and Literature 
以上の改正を施した新会則 (2001年4月1日施行）に欧文の文言を追加した
ものを，この『仏語仏文学』（第29号）の巻末に載せる。今後，会の運営はこ
の会則に従って行われることになることをどうか承知されたい。
なお，以上のほか会費徴収の件についても議論されたが，この件については
まずは徴収の努力をすることが肝要であると意見の一致をみた。従って， この
件に伴う会則の変更などについては今後の検討課題となった。
最後に上述の2001年6月15日付の会員への通信に記したように，今後『仏語
仏文学』には研究論文のほかに研究ノート，書評，研究紀行，エッセイなども
載せることになっているのでどうかどしどし応募していただきたい。また，松
山紀子さんの研究論文のように，今後，優秀な卒論・修論も積極的に掲載して
いきたいと考えている。
（伊地智均）
関西大学フランス語フランス文学会々則
1. 本会は関西大学フランス語フランス文学会 (Societede Langue et 
Litterature Frani;aises de l'Universite Kansai/Kansai University 
Society for the Study of French Language and Literature)と称し，
事務所を関西大学文学部フランス語フランス文学科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語フランス文学に関する研究および発表と， これに関連する
事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
1. 機関誌「仏語仏文学」 (Bulletinde la Societe de Langue et 
Litterature Frani;aises de l'Universite Kansai/ The Bulletin of 
Kansai University Society for the Study of French Language 
and Literature)およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3. その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
1. 関西大学文学部フランス語フランス文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科フランス文学専攻学生，およびその卒業生
3. 関西大学文学部フランス語フランス文学科学生，およびその卒業生（旧学
科名称関西大学文学部フランス文学科の学生，およびその卒業生を含む）
4. 本会の趣旨に賛同し，入会を認められたもの
5. 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は 1年とし，重任を妨げない。
1. 会長 1 名
2. 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員
C. 庶務・会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長はこれを統
括する。
7. 会員は機関誌「仏語仏文学」等の配布をうける。また会員は機関誌への投
稿，および本会の行なう事業に参加することができる。なお，投稿論文は，
会則6.に定める委員会の議を経て掲載される。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
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